
令和６年度自己評価結果公表シート 

                                           作成 鶴ヶ丘幼稚園 

  

1、 本園の教育目標 

 家庭における親しい人間関係を軸にした生活から、より広い世界に目を向け始め人格を形成して 

いく幼児期に、「家庭に近い環境の中、自由でのびのびした保育」を行い、子どもたちが「安心して 

活動する」中、家庭では体験できない社会・文化・自然等に触れ、豊かな体験を通して生きる力の基

礎を培うことを目標とする。 

 鶴ヶ丘幼稚園のよい子は 

  ・健康でねばり強い子 

  ・なかよく助け合う子 

  ・やる気ありよく考える子   を目指す。 

 

2、 本年度、重点的に取り組む目標・計画 

評価項目に沿って園自ら、教師自らの目で客観的に自己評価を行い、より地域に開かれた施設

を目指すために大阪市一時預かり事業(幼稚園型Ⅱ)の開設準備を進め、義務教育及びその後の

教育の基礎が培われるよう、保育の質を高めるために常に向上を目指す。 

 

3、 評価項目の達成及び取組状況 

評 価 項 目 取 組 状 況 

① 大阪市一時預かり事業(幼稚園型Ⅱ)の

開設準備 

来年度からの事業の開始のために、大阪市の指

導を基に、説明会を実施、入所者の受付を行った。 

② 保育環境の充実 屋上の防水処置を行い、緩衝マットを敷き詰め、屋

上の倉庫を新調し、室内遊具を購入した。 

③ 施設運営の変更 2学期より、小バス運行を一般社団法人 ASGスポ

ーツアカデミーに委託した。 

④ 経年劣化した保育設備の入れ替え・改

修 

給食室の業務用冷蔵庫を購入した。 

⑤ 地域の子育て支援のセンター的役割を

担う。 

 地域の子育て中の親子が孤立しないように、園を開

放し、発達相談や子育て相談、幼稚園開放等を実施

した。令和７年１月２９日には「家庭でできるシュタイナ

ー幼児教育」というテーマで阿倍野区「親力アップ」

講演会を行った。 

⑥ 食育を充実させる  給食時の園内放送では、こどもの興味に合わせて

クイズを実施し、あらゆる食材が身近に感じられるよう

取り組んだ。年長児がオクラの栽培に取り組んだ。ま

た、より栄養価の高い“７分づき米”を取り入れる回数

を月 2 回に増やすことで、しっかり噛むことを意識さ

せるよう取り組んだ。 

⑦ 幼児教育・保育の質を高めるために園 保育者の専門性を高め、人間性や社会性を培うた



外研修に積極的に参加し、職員間でも

学習会を行う。 

めに研修会に進んで参加し、学んだ内容を研修記録

にして報告し、園職員全員で共有する。また園内研

修を充実させ、各学年毎に年間目標を設定、振り返

りを丁寧に行う。各クラスの保育見学日を設定し、評

価し合う。 

 

4、 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 本年度の重点目標・計画達成のために、職員間でより一層の周知を図り、常に話し合いを重ね、

その達成に向けて、全職員が一丸となって取り組むことが出来た。 

 

５、今後取り組むべき課題 

課   題 具体的な取り組み方法 

食育のさらなる充実 令和６年度中に実施した野菜の栽培・調理・食すること

を新たな食材で挑戦したい。 

熱中症対策 熱中症対策のため年間の保育を見直す。 

 

６、評価項目の自己評価 

評価項目 評     価 

３－① 大阪市一時預かり事業(幼稚園型Ⅱ)は、在園児以外の保育に欠ける幼児の預かり保

育であり、地域の要請に答えることが出来る。 

３－② 園舎の屋上に防水工事を施し、緩衝マットを敷くことで、遊びの活用に広がりをみせ

る、幼稚園型Ⅱのこどもたちのスペースになる。 

３－③ 長年、通園バスの運行を依頼してきた会社の急な撤退により、サッカー教室を運営す

る法人に依頼することになった。運転手不足の時代に通園バスの運行の安定化を図

る。 

３－④ 業務用冷蔵庫を最新式にすることにより、冷却機能・節電機能を向上させることができ

た。 

３－⑤ 園庭開放・たんぽぽ教室・行事の開放に加え、令和４年度からの絵本読み聞かせ教室

の充実に努めた。SNS 等の情報発信にも努め、発達相談や子育て相談は引き続き実

施した。 

３－⑥ 給食の時間の園内放送で旬の野菜や栄養の知識を楽しく学びながら給食を食べた。

クイズや食材の栽培で食への関心が高まった。 

３－⑦ 大阪府・大阪市・大阪府私立幼稚園連盟・大阪市私立幼稚園連合会・民間業者・各種

団体が主催する幼児教育者向け研修に職員が多数参加した。また園内研修での職員

による保育見学では積極的に意見を出し合い、日々の保育の向上に努めた。こどもの

興味に沿った学年毎の年間目標は、来年度はより細かく学期毎に振り返りを行うことに

する。 

 

 

 

 



鶴ヶ丘幼稚園関係者評価表 

   評価年月日 令和７年 ９月 ４日  評価者ご芳名（ 松本    ） 

評価項目 評価（本園の行った自己評価についてご意見、ご感想を自由にご記述下さい。 

３－① 幼児教育に積極的に取り組む姿勢が感じられて、新しい事にチャレンジされている部

分に好感が持てました。 

 

 

３－② 子どもたちの環境整備してくださり、ありがたいです。 

 

 

 

３－③ よかったと思います。 

 

 

 

３－④ 食の衛生管理のため必要だと思います。 

 

 

 

３－⑤ 地域中心に幼児教育について考えているのは、すばらしいと思うます。 

 

 

 

３－⑥  給食の時間を楽しく知識を学べるように工夫していただいているのは、ありがたいで

す。 

 

 

３－⑦ 研修などに参加して、幼児教育の質を高める努力をされているのは、すばらしいと思い

ます。 

 

 

本園の行った自己評価について、上記以外のご意見、ご感想がありましたらご記述下さい。 

楽しく学べる機会を作ってくださったり、色々と工夫し変化されているなと感じています。親としても感

謝することが多いなと思います。上ぐつを洗ったり、枝豆を育てたり、家で中々やらないことでも、お

友達とならがんばれたりあると思うので、良い経験が出来てすばらしいと思います。 

 

 

 


